
事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 A事業所（１）

令和 年度

１　事業所の概要

（１）事業所種別

（２）事業所及び事業内容

２　事業所の温室効果ガス排出量の削減目標

(１)第３計画期間の削減目標

日本産業規格Ａ列４番

0.4950 t-CO2/千ｍ３/年

企業局全体で削減計画期間の平均削減率を48％以上とする。

その他ガス

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

基準となる
排 出 量 7,611 t-CO2

基準となる
原 単 位

計 画 期 間 7 年 度 ～ 11 年 度

0.4950 t-CO2/千ｍ３/年

【第3計画期間】平成22年度排出量に対し、削減計画期間の平均削減率を８％と
する。

その他ガス

（２）第４計画期間の削減目標

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

基準となる
排 出 量 7,611 t-CO2

基準となる
原 単 位

前年度におけ
る事業所数

94

計 画 期 間 2 年 度 ～ 6 年 度

産 業 分 類 名 （ 中 分 類 ） 36 水道業

分 類 番 号 （ 中 分 類 ） 36

事 業 活 動 の 概 要

水道用水供給事業
工業用水道事業
地域整備事業

7 事業者番号 0462 事業所番号 046200

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告

代 表 事 業 所 所 在 地
市 区 町 村 行田市

字 ・ 地 番 荒木４９０８

当該事業所を含む事業所の名称
（※ Bテナント等の場合のみ記入）

事業所種別

A … 原油換算エネルギー使用量が年間1,500kL未満の事業所（合算）
A

代 表 事 業 所 名 荒木取水ポンプ所



※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。
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2 別紙参照

3

番号 事業所名 所 在 地

1 荒木取水ポンプ所 行田市荒木４９０８

事業所リスト



日本工業規格Ａ列４番

4 西原サージタンク ふじみ野市苗間４７－１４

2 溝沼サージタンク 朝霞市三原１丁目６－３０

3 大野原サージタンク 川越市大字下赤坂１８８７－３

事業所リスト(1/4)

番号 事業所名 所在地

1 宮戸サージタンク 朝霞市宮戸４丁目７－１８

6 稲荷山サージタンク 入間市豊岡５丁目３

7 入間川サージタンク 狭山市入間川１丁目２４－９

5 勝瀬サージタンク 富士見市大字勝瀬９８０－３

10 南永井サージタンク 所沢市大字南永井７０６－６

14 下宗岡送水管路電蝕防止施設 志木市下宗岡１丁目１１

8 水野サージタンク 狭山市大字水野１１０８－３

9 上藤沢サージタンク 入間市大字上藤沢６０９－１

12 苗間送水管路電蝕防止施設 ふじみ野市苗間２５３

13 笠幡送水管路電蝕防止施設 川越市大字笠幡３００

11 上尾幹線流量計室 さいたま市西区大字宝来６４１

16 南台送水管路電蝕防止施設 川口市南台１丁目１０－１

17 西川口送水管路電蝕防止施設 川口市西川口４丁目７－１

15 西弁財送水管路電蝕防止施設 朝霞市西弁財１丁目１１

20 稲荷山送水管路電蝕防止施設 狭山市稲荷山２丁目１５

21 高畑送水管路電蝕防止施設 さいたま市緑区大字高畑９１１

18 三浦送水管路電蝕防止施設 さいたま市緑区大字三浦６９０２

19 南入曽送水管路電蝕防止施設 狭山市大字南入曽１０７５－１

24 新座水管橋右岸送水管路電蝕防止施設 新座市本多１丁目１

25 旧荒川水管橋左岸送水管路電蝕防止施設

※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。

22 堀兼送水管路電蝕防止施設 狭山市大字堀兼２３５４

23 新座水管橋左岸送水管路電蝕防止施設 新座市野火止２丁目４

さいたま市西区塚本町２丁目１６６－４



日本工業規格Ａ列４番

28 黒目川水管橋送水管路電蝕防止施設 新座市畑中２丁目１７

29 伊佐島水管橋送水管路電蝕防止施設 富士見市大字上南畑６－２

26 旧荒川水管橋右岸送水管路電蝕防止施設 富士見市大字東大久保３８３２

27 宝来水管橋送水管路電蝕防止施設 さいたま市西区大字宝来１２２８－２

事業所リスト(2/4)

番号 事業所名 所在地

川越市大字的場２１０－６

33 小畔川水管橋送水管路電蝕防止施設 川越市大字笠幡１１２７－４

34 西部系堤内外ゲート施設 さいたま市桜区大字在家６１８－２

30 木染水管橋送水管路電蝕防止施設 富士見市大字上南畑３９６３

31 不老川水管橋送水管路電蝕防止施設 狭山市大字上赤坂４３－４

32 入間川水管橋送水管路電蝕防止施設

45 荒木取水ポンプ所 行田市大字荒木４９０８

46 上尾・幸手幹線調整弁室 久喜市菖蒲町小林９３５９－２地内

川口市青木３丁目７６５－３

36 川口Ⅱ系幹線鈴谷送水管路電蝕防止施設 さいたま市中央区鈴谷５丁目１７

37 川口Ⅱ系幹線石神送水管路電蝕防止施設 川口市大字石神５３８

44 幸手注水ポンプ所 幸手市大字惣新田４２０１

43 笹久保中継ポンプ所 さいたま市岩槻区笹久保１７６１

38 芝園送水管路電蝕防止施設 川口市芝園町１

35 青木水管橋送水管路電蝕防止施設

久喜市太田袋５４０－９

48 杉戸幹線調整弁室 幸手市大字松石２８４－１

49 埼玉大橋添架橋送水管路電蝕防止施設（左岸） 加須市麦倉２６８９

50 川口水管橋送水管路電蝕防止施設 加須市川口１５３４

47 白岡幹線調整弁室

※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。

41 さいたま市北部線送水管路電蝕防止施設 さいたま市西区大字宝来１６４４－１

39 新荒川横断右岸立坑 さいたま市西区塚本町２丁目９－３

40 新荒川横断左岸立坑 さいたま市西区大字三条町５３０

42 針ヶ谷送水管路電蝕防止施設 さいたま市浦和区針ヶ谷４丁目７
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53 水門橋添架橋送水管路電蝕防止施設 加須市豊野台1－３４５－５

54 埼玉大橋添架橋送水管路電蝕防止施設（右岸） 加須市佐波９６－１

事業所リスト(3/4)

番号 事業所名 所在地

51 加須送水管路電蝕防止施設 加須市久下４－５０－１

52 青毛堀川水管橋送水管路電蝕防止施設 加須市下高柳１

本庄市児玉町吉田林９６５

60 荒川第二水管橋送水管路電蝕防止施設 深谷市畠山９５７

57 羽生送水管路電蝕防止施設

55 新谷橋水管橋送水管路電蝕防止施設 久喜市菖蒲町小林6303-1

56 旧忍川水管橋送水管路電蝕防止施設 行田市小針１

羽生市加羽ヶ崎２７０－３

58 石田川水管橋送水管路電蝕防止施設 鴻巣市原馬室９１７

59 吉田林サージタンク

新三郷幹線減圧弁 越谷市東町５－１３８－４

75 谷塚流量計 草加市谷塚町２２３－２

行田市持田2748

70 熊谷支線（秩父線）送水管路電蝕防止施設 久喜市間鎌1568

71 荒川水管橋（右岸）送水管路電蝕防止施設 熊谷市小八林1001

73 上尾幹線電動弁室 上尾市平塚２－１

74

69 五霞支線（東武日光線）送水管路電蝕防止施設

72 白岡ドッキング線電動弁室 蓮田市大字江ヶ崎１０１１

※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。

62 古里サージタンク 嵐山町古里１１４５

68 星川水管橋送水管路電蝕防止施設 加須市中種足60

桶川市五町臺１８０－２

64 江川水管橋送水管路電蝕防止施設 桶川市川田谷１

65 蓮田水管橋送水管路電蝕防止施設 蓮田市閏戸８８

66 白岡送水管路電蝕防止施設

67 和田川水管橋送水管路電蝕防止施設 熊谷市小江川2085

白岡市爪田ヶ谷123-6

63 赤堀川水管橋送水管路電蝕防止施設

61 土塩水管橋送水管路電蝕防止施設 熊谷市野原１０５０－３



※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。 日本工業規格Ａ列４番

80 瀬戸増圧ポンプ所 比企郡ときがわ町大字瀬戸２３６－３

81 東松山ドッキング調整弁室 鶴ヶ島市大字三ツ木１７６

事業所リスト(4/4)

番号 事業所名 所在地

79 高坂中継ポンプ所 東松山市大字西本宿２００－１

76 幹線３号 埼玉県八潮市西袋２８５

77 新三郷幹線流量計室 川口市木曽呂７３６－５

78 高倉中継ポンプ所 鶴ヶ島市大字高倉１０４２－６

行田市小針１６３２

92

水道整備事務所　鴻巣駐在 鴻巣市鴻巣85093

90

地域整備事務所 さいたま市大宮区大成町１－５２８－１91

水道整備事務所 さいたま市桜区五関３８７－２

宿谷川水管橋（左岸）送水管路電蝕防止施設

100

99

東松山幹線調整弁室 比企郡吉見町大字上砂字下町５番２

88 高坂橋添架橋（右岸）送水管路電蝕防止施設 坂戸市大字片柳265-5

89

日高市大字山根５４９－１

86

高坂橋添架橋（左岸）送水管路電蝕防止施設 東松山市毛塚４１２－７87

84

東松山幹線送水管路電蝕防止施設 坂戸市関間１－７－４85

都幾川水管橋（右岸）送水管路電蝕防止施設 東松山市神戸１７７－３

82

97

98

吉見浄水場堤外ゲート 比企郡吉見町大字大和田１83

取水口ITVカメラ 鴻巣市滝馬室１１３５－１２

95

96

滑川支線送水管路電蝕防止施設 比企郡滑川町大字月輪３９３

94 水質管理センター



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 Ａ事業所（２）

３　事業所の温室効果ガス排出量

（１）原油換算エネルギー使用量の推移

（２）計画期間の温室効果ガス排出量の推移

CO2換算（ｔ-CO2）

（３）計画期間の温室効果ガス排出量原単位の状況（エネルギー起源CO2）

日本産業規格Ａ列４番

799,669.32
生産量 千ｍ３/年

活 動 規 模 の 指 標 単 位
821,116.32 820,152.94 821,076.92 814,043.01

基準となる原単位に対する削減率（％） 98.4 98.4 98.4 98.4 98.5

前 年 度 比 （ ％ ） － -0.1 -3.7 -0.9 -6.1

エネルギー起源CO2排出量原単位 0.4950 0.0081 0.0081 0.0078 0.0077 0.0072

CO2換算（ｔ-CO2/指標）

計 画 期 間

基準
令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

温 室 効 果 ガ ス の 合 計 6,633 6,620 6,384 6,271 5,786

三 ふ っ 化 窒 素

一 酸 化 二 窒 素

六 ふ っ 化 い お う

パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン

24.0

そ
の
他
ガ
ス

非 エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2

メ タ ン

基 準 と な る 排 出 量 に 対 す る
削 減 率 （ ％ ） 12.8 13.0 16.1 17.6

ハ イ ド ロ フ ル オ ロ カ ー ボ ン

5,786

前 年 度 比 （ ％ ） － -0.2 -3.6 -1.8 -7.7

エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2 7,611 6,633 6,620 6,384 6,271

計 画 期 間

基準
令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

3,380 3,345 3,245 3,194 2,953

事業所番号 046200

原油換算エネルギー
使用量(kL)

計 画 期 間

令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 Ａ事業所（３）

（４）エネルギー起源ＣＯ２排出量の増減に影響を及ぼす要因の分析

日本産業規格Ａ列４番

令 和 ５ 年 度
（ 2023 年 度 ）

・高倉中継ポンプ所及び笹久保中継ポンプ所の送水量が減少したためＣＯ２排出量が減少
した。

令 和 ６ 年 度
（ 2024 年 度 ）

・高坂中継ポンプ所の送水圧力を低減したことでCO2排出量が減少した。
・高倉中継ポンプ所の送水分を同区域に供給している上赤坂中継ポンプ所（C事業所）から
送水したことで送水量及びCO2排出量が減少した。
・行田浄水場へ原水を送っている荒木取水ポンプ所の取水量が減少したことでCO2排出量が
減少した。

令 和 ２ 年 度
（ 2020 年 度 ）

令和元年度工事により停止ししていた施設が令和２年度になり稼働再開したため排出量が
増加した。

令 和 ３ 年 度
（ 2021 年 度 ）

　昨年度より生産量が減少したため、電気使用量が減少し排出量が減った。

令 和 ４ 年 度
（ 2022 年 度 ）

・昨年度より生産量が減少したことに伴い、CO2排出量も低減した。
・高坂中継ポンプ所に設置している小水力発電設備について、令和3年度は漏水対応により
約10か月間停止していたが、令和4年度は年間を通して発電を継続したためCO2排出量が低
減した。

事業所番号 046200



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 A事業所（４）

４　温室効果ガスの排出の抑制等に関する措置の計画及び実施状況

日本産業規格Ａ列４番

15

14

13

R5

12 380700 照明設備
38_電気の動力・熱等
への変換の合理化に
関する措置

笹久保中継ポンプ所照明設備のLED化 R5 R5

11 330200
空気調和設
備・換気設備

33_加熱及び冷却並
びに伝熱の合理化に
関する措置

笹久保中継ポンプ所空調設備の高効率化 R5

R6

10 310100
一般管理事
項

31_推進体制の整備
企業局CO2削減推進会議の設置による
CO2削減対策の推進

R5 R5

9 360700

ポンプ、ファ
ン、ブロワー、
コンプレッ
サー等

36_電気の動力・熱等
への変換の合理化に
関する措置

高坂中継ポンプ所送水圧力の低減 R6

R4 43.0

8 360700

ポンプ、ファ
ン、ブロワー、
コンプレッ
サー等

36_電気の動力・熱等
への変換の合理化に
関する措置

高倉中継ポンプ所送水圧力の低減 R6 R6

7 360700

ポンプ、ファ
ン、ブロワー、
コンプレッ
サー等

36_電気の動力・熱等
への変換の合理化に
関する措置

笹久保中継ポンプ所常用運転ポンプの変
更

R4

452.0

6 360700

ポンプ、ファ
ン、ブロワー、
コンプレッ
サー等

36_電気の動力・熱等
への変換の合理化に
関する措置

笹久保中継ポンプ所環水ポンプの高効率
化及びダウンサイズ

R7以降

5 360700

ポンプ、ファ
ン、ブロワー、
コンプレッ
サー等

36_電気の動力・熱等
への変換の合理化に
関する措置

荒木取水ポンプ所取水ポンプの回転数制
御化

R7以降

R1以前

4 360700

ポンプ、ファ
ン、ブロワー、
コンプレッ
サー等

36_電気の動力・熱等へ
の変換の合理化に関する

措置

高坂中継ポンプ所送水ポンプの回転数制
御化

R1以前 R1以前

3 340500

発電専用設
備、コージェ
ネレーション
設備

34_熱の動力等への変換
の合理化に関する措置 高坂中継ポンプ所小水力発電設備の設置 R1以前

R5

2 310100
一般管理事
項

31_推進体制の整備
省エネルギー実施計画の策定
【継続実施】

R5 R5

1 310100
一般管理事
項

31_推進体制の整備
企業局経営５か年計画による削減の推進
【継続実施】

R5

実施
した
年度

推計
削減量(t)

 (１年度
  当たり）

区分
番号

区 分 名 称

大 区 分 中 区 分

Ｎｏ

対 策 の 区 分

対 策 概 要
実施
予定
年度
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事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 A事業所（５）

５　事業者として実施した対策の内容及び対策実施状況に関する自己評価
Ａ事業所

自由記述欄

日本産業規格Ａ列４番

（※希望者のみ記載）

　小水力発電設備の設置
　　平成２３年度に温室効果ガスの削減を目的に、高坂中継ポンプ所に余剰圧力を利用した、小水力発電
設備を設置した。

　設備概要
　　最大電力　　　　　　　　 ２８ｋＷ
　　年間最大発電電力量　約２４万kWh
　　水車型式　　　　　　　　 インライン型横軸斜流水車
　　最大使用水量　　　　　 ０．２５㎥/ｓ
　　最大有効落差　　　　　 １８ｍ

　　Ｈ２４実績発電電力量　２２０,４７７ｋＷｈ
　　Ｈ２５実績発電電力量　２４６,５０２ｋＷｈ
　　Ｈ２６実績発電電力量　２５４,０３２ｋＷｈ
　　Ｈ２７実績発電電力量　２４８,９８１ｋＷｈ
　　Ｈ２８実績発電電力量　２４８,７５６ｋＷｈ
　　Ｈ２９実績発電電力量　２４７,８４２ｋＷｈ
　　Ｈ３０実績発電電力量　２４９,８６９ｋＷｈ
　　Ｈ３１実績発電電力量　２５２,７８０ｋＷｈ
　　Ｒ　２実績発電電力量　２４７,０５６ｋＷｈ
　　Ｒ　３実績発電電力量　　２３,６６７ｋＷｈ
　　Ｒ　４実績発電電力量　１６５,８１８ｋＷｈ
　　Ｒ　５実績発電電力量　２０９,１０９ｋＷｈ
　　Ｒ　６実績発電電力量　１９９,１１５ｋＷｈ
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